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琉球大学教育学部教育実践総合センター紀要第９号2002年３月

児童期における運動意欲及び運動能力の実態に関する比較研究

一東京23区内Ｏ小学校における1990年と2000年のデータから-
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体力・運動能力に関しては，毎年，文部科学省が調査を行っており，その結果は総じて年々低下

していると言える。これまで，体力・運動能力が低下している原因を究明する研究は，環境を含む

生活スタイルに着目したのものがほとんどであり，運動意欲に視点をあてた研究は皆無に等しかっ

た。本研究では児童期を対象とする標準化された運動意欲テストを用い，児童期における1990年と

2000年の運動意欲に関する実態を比較検討した。結果は運動能力の変容と同様の傾向で，ほとんど

の下位尺度で低下していると判断され,今後の研究のための基礎的なデータが得られた。

としてＴＳＭＩ（TaikyoSportsMotivation

lnventory）を開発し，スポーツ選手の競技意

欲の診断を行うことによって指導の手だての一

つとして役立てている。

他方，児童期，青年期における一般の子ども

を対象とした体育・スポーツ領域での動機づけ

に関する研究は，欧米においては1980年代から

盛んになり，国内においても猪俣ら（1988）が

客観的で科学的なデータ・分析手法を用い，先

駆的にこの種の研究を実施している。猪俣らは

運動行動を規定する心理的要因のうち，運動意

欲の概念や構造ならびにその特性を明らかにす

Ｉ．はじめに

１．運動意欲に関する測定心理学的研究

体育・スポーツ分野における心理測定尺度に

関する初期の研究は，主としてアスリートを対

象として行われ,競技意欲やパフォーマンスと

の関連を検証し，指導に役立たせることを目的

としていた。松田ら（1980）はスポーツ選手の

心理的特性に関する研究を実施し,一流のスポー

ツ選手は運動の技能や資質に加えて心理的機能

が優れており，高い達成動機によって自己実現

をしていると報告している。また，一連の研究

の中で質問紙法による標準化された意欲テスト

｡琉球大学教育学部・･沖縄県立看護大学、…お茶の水女子大学附属小学校
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Ⅱ、研究方法

１．対､箪

東京23区内にある国立Ｏ大学附属小学校の２

年生，４年生，６年生の児童。（在籍数は各学

年ともほぼ男女が同数で135名である。２年生

は帰国児童学級がないため120名）

るため，小学校５年生から中学校３年生を対象

とする運動意欲測定のための質問紙の作成と標

準化を試みた。その結果，４５項目７つの下位尺

度（自己概念，親和欲求，競争欲求，価値観，

達成意欲，活動欲求，失敗回避）からなる標準

化された運動意欲テストＭＩＰＥ(Motivation

InventoryforPhysicalEducation）を開発し

た。

永島（1987)は，運動意欲を「種々の動機の

中から運動を目標として選択し，その達成に向

けて能動的に活動すること」と定義づけた。ま

た，猪俣の研究（1985）をベースとして児童前

期（小学校低・中学年）の子どもを対象とし運

動意欲の栂造や特徴を明らかにするとともに６

つの下位尺度（41項目）からなる児童前期用運

動意欲テストＭＩＰＡ(Motivationlnventory

forPhysicalActivity）を開発した。

２．実施時期

(運動意欲テスト）

第1回目：1990年６月。

第２回目：2000年６月。

（運動能力テスト）

第１回目：1990年４月下旬～５月上旬。

第２回目：2000年６月。

３．鯛査内容

（１）運動意欲テスト

①ＭＩＰＥ（対象：６年生）

以下の７つの下位尺度（45項目）から楠成さ

れる。規定概念は次の通りである。

自己概念尺度：運動に対する自己自身につい

ての認誠であり，肯定的意味においてコンピテ

ンス（自己有能感）をあらわす。

親和欲求尺度：運動を行うときの協力の楽し

さとか，親しくなれる喜びなどをあらわす。

競争欲求尺度：運動場面においての他者との

競争で，他者よりも上手になりたい，勝ちたい

などの勝利志向性をあらわす。

価値観尺度：運動や体育に対する学ばれた価

値観，運動に対する認識という意味に規定きれ

る。

達成意欲尺度：運動を行うときの目標設定や

目標を具体化する活動，また，目標達成のため

の困難の克服などをあらわす。

活動欲求尺度：運動に対する活動欲求であり，

運動をしたいという基本的な欲求をあらわす。

失敗回避尺度：運動に対する失敗をおそれ，

自己の実力を阻害するようなマイナスの緊張が

どの程度のものなのかをあらわす。

②ＭＩＰＡ（対象：４年生及び２年生）

（６つの下位尺度４１項目）

永島（1987）の継続研究の中で，高山が

２．体力・運動能力の実態について

体力・運動能力に関する文部科学省の鯛査結

果（2001）は，ほとんどの年齢段階でいずれの

能力も引き続き低下傾向にあることがうかがえ

ると報告している。「生きる力」が新しい学習

指導要領のキーワードとなったが，生きる力の

ベースとも言える体力゛運動能力が低下してい

る実態は，憂うべき状況であり，今後低下の原

因を多面的に捉えていくことは重要であろう｡

３．目的

これまで，子どもの体力・運動能力の低下の

原因を究明する研究は，主として日常生活の変

化等に薪目したものがそのほとんどであり，運

動意欲に視点をあてた研究は皆無に等しい。本

研究では猪俣らにより作成された児童期を対象

とする標準化された運動意欲テストを用い，東

京23区内における小学校を事例として1990年

(以後90年）と2000年（以後00年）における児

童の運動意欲及び運動能力の実態を明らかにし，

年代間について比較検討することによって，今

後の研究を方向づける基礎的なデータの蓄稲を

主な目的とする。

－１４－



(1988）報告しているＭＩＰＡを用いた。児童

前期においては発達的特徴から親和欲求及び達

成意欲因子が抽出きれず，かわって`快感`情因子

が抽出されている。新たに抽出された快感情因

子の規定は次の通りである。（その他はＭＩＰ

Ｅに同じ｡）

'快感情尺度：体育や運動をすることによって得

られる充足感という意味。

（２）運動能力の実態調査について

1999年より新体カテストが適用されたため，

各学年において90年と同一種目のみを取り上げ

た。

①６年生（50ｍ走，ソフトボール投げ）

②４年生及び２年生（50ｍ走，ソフトボール投

げ，立ち幅跳び）

また，運動能力テストに関しては，文部科学省

による実施要項の手順に沿って測定した。

５．データの処理

９０年に関してはすべての項目において，平均

値のみを算出した。また，００年に関しては，平

均値及び標準偏差を算出した後,両年を比較検

討するため，株式会社「社会情報サービス」の

統計解析ソフトを用いてＺ検定を行った。

Ⅲ、結巣

１．運動意欲について

Tablel及び２は，９０年と00年における小学

校６年生男女のＭＩＰＥの平均値の差の検定

(Ｚ検定）結果である。

小学校６年生男子においては，親和欲求，競

争欲求，活動欲求の各下位尺度において，９０年

に比べて５％水準で有意に低い値であった。

また，同様に女子においても，９０年に比べて自

己概念，親和欲求，競争欲求，活動欲求におい

ては１％水準で，また，価値観では５％水準で

４．調査手順

質問紙法である運動意欲テストに関しては，

体育等の授業時間内において検査の説明を行い，

記入方法等を十分に理解させた後，教師が読み

上げ,一定の時間内に回答する方法をとった。

小学６年生男子Tablel

二己概念親和欲求醜争欲求達成意欲動欲求失敗回避

＊＊……Ｐ＜０．０１＊……Ｐ＜0.05

Table２小学’６年生女子

二己概念親和欲求欲求達成意欲動欲求失敗回

＊＊……Ｐ＜０．０１＊……Ｐ＜０．０５

－１５－

自己概念 親和欲求 競争欲求 価値観 達成意欲 活動欲求 失敗回避

1990平均値 27.4 24.5 17.2 18.6 15.5 16.4 11.6

2000平均値

標準偏差

標本数

25.8

7.27

6３

22.6

5.86

6３

16.2

3.70

6３

19.0

4.08

6３

14.7

4.21

6３

15.2

4.04

6３

11.5

3.76

6３

Ｚ値 1.75 2.57 2.15 0.78 1.51 2.36 0.21

有意差検定 ＊ ＊ ＊

自己概念 親和欲求 競争欲求 価値観 達成意欲 活動欲求 失敗回避

1990平均値 26.2 25.8 16.7 19.9 16.6 17.2 9.8

2000平均値

標準偏差

標本数

23.6

6.36

6４

23.4

4.30

6４

14.8

3.97

6４

18.9

3.12

6４

15.8

3.81

6４

13.8

3.70

6４

10.6

2.90

6４

Ｚ値 3.27 4.47 3.83 2.56 1.68 7.35 2.21

有意差検定 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊



小学４年生男子TabIe3

失敗回避動欲求二己概念競争欲求快感１１Ｗ値観

１２２０．５１０．７９０７７

意差検定

＊＊……Ｐ＜0.01＊……Ｐ＜OO5

Table4小学４年生女子

動欲求＝己概念競争欲求Ⅲ快感１Ｗ値観失敗回避

＊＊……Ｐ＜0.01＊……Ｐ＜O05

TabIe5小学２年生男子

活動欲求＝己概念競争欲求]快感梢値観失敗回避

＊＊……Ｐ＜０．０１＊……Ｐ＜０．０５

小学２年生男子Table６

１．３０１８０ １．７５ ５．８０ ３．２２４．７５

＊＊……Ｐ＜０．０１＊…･･･Ｐ＜005

－１６－

活動欲求 自己概念 競争欲求 快感情 ･価値観 失敗回避

1990平均値 20.7 22.3 27.1 13.1 10.3 8.3

2000平均値

,標準偏差

標本数

200

4.41

5９

22.3

5.32

5９

26.8

4.49

5９

13.1

2.57

･５９

10.5

1.94

5９

8.0

2.99

5９

Ｚ値 1.22 0 0.51 ０ 0.79 0.77

有意差検定

活動欲求 自己概念 競争欲求 '快感情 価値観． 失敗回避

1990平均値 21.1 22.5 27.9 14.0 10.7 8.4

2000平均値

標準偏差

標本数

20.2

3.66

5９

21.4

4.78

5９

26.7

3.97

5９

12.4

2.89

5９

10.7

2.22

5９

8.0

2.61

5９

Ｚ値 1.89 1.77 2.32 4.25 ０ 1.18

有意差検定 ＊ ＊＊

活動欲求 自己概念 競争欲求 快感情 価値観 失敗回避

1990平均値 22.8 24.1 28.4 14.0 11.0 8.8

2000平均値

標準偏差

標本数

20.6

3.45

5６

22.6

4.30

5６

28.3

2.84

5６

12.0

3.19

5６

10.4

2.01

5６

7.6

2.36

5６

Ｚ値 ４．７７ 2.61 0.26 4.69 2.23 3.81

有意差検定 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊

活動欲求 自己概念 競争欲求 ,快感情 価値観 失敗回避

1990平均値 22.6 23.4 28.3 1４２ 10.7 7.9

2000平均値

標準偏差

標本数

19.7

4.49

5４

22.1

5.30

5４

27.4

3.79

5４

11.8

3.04

5４

9.7

2.28

5４

7.5

2.26

5４

Ｚ値 4.75 1.80 1.75 5.80 3.22 1.30

有意差検定 ＊＊ ＊＊ ＊＊



有意に低い値を示した。ただし，失敗回避に関

しては，５％水準で有意に高い値を得ることが

できたが，この下位尺度は逆転項目から栂成さ

れているため，全体的に運動意欲は低下してい

ると判断できる。

Table3及び４は，９０年と00年における小学

校４年生男女のＭＩＰＡの平均値の差の検定

(Ｚ検定）結果である。

小学校４年生男子においては，すべての下位

尺度において有意な差を見いだすことはできな

かった。女子においては，競争欲求と快感情の

各尺度で90年に比べてそれぞれ５９６，１％水準

で有意に低い値を示した。

Table5及び６は，９０年と00年における小学

校２年生男女のＭＩＰＡの平均値の差の検定

(Ｚ検定）結果である。
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２年生男子においては，９０年と比較して活動

欲求，自己概念,快感情の各下位尺度に関して

１％水準で，また，価値観尺度については５％

水準で有意に低い値であり，６年生及び４年生

女子と同様に運動意欲が低下傾向にある。しか

し，失敗回避尺度（逆転項目から榊成）につい

ては90年に比べて１％水準で有意に低い値を示

した。

失敗回避尺度のみである。これらの結果から，

90年と００年における10年間の運動意欲は総じて

低下していると考えられる。これは，ここ10年

間における体力・運動能力の低下傾向と同様の

結果であり，パフォーマンスだけでなく，運動

に対するメンタルな側面での低下が客観的に明

らかになったと判断できよう。ただし，逆転項

目から構成される失敗回避尺度に関しては，６

年生女子を除くと平均値が低下する傾向（ポジ

ティブな方向）にあり，２年生男子については

１％水準で有意に低い値を示した。２年生，４

年生の失敗回避についてはポジティブな方向へ

変化していると考えられ，他の尺度とは異なる

傾向が示されたと言えよう。以前に比べて児童

前期までに，運動に対する失敗をおそれたり，

自己の実力を阻害するようなマイナスの緊張場

面といった経験の減少が今回の失敗回避尺度の

推移として表れたものと推察される。

２．運動能力について

Ｆｉｇ．１，２，３はそれぞれ50ｍ走，ソフトボー

ル投，立ち幅跳び（各学年男女別）の平均値の

変化を表している。９０年に比べて６年生男子に

おいては，ソフトボール投で有意（１％水準）

に低い値を示した。また，４年生においては男

子の50ｍ走を除くすべての種目で有意（１％水

準）に低い値であった。

２年生男子については，９０年と比較してすべ

ての種目で有意（１％水準）に低い値を示した。

50ｍ走に関しては，ポジティブな方向に推移し

たと判断できる。６年生女子及び２年生女子に

ついては，有意な差を見いだすことはできなかっ

た。

２．全国調査（体力・運動能力）との比較から

文部科学省（2001）は体力・運動能力調査結

果から，走・跳・投の基礎的な運動能力につい

て，ほとんどの年齢段階で引き続き低下傾向が

うかがわれると報告している。本研究における

対象校も運動意欲と同様に運動能力も総じて低

下（Table８）しており，文部科学省の報告と

一致する結果であった。

また，Table7は，００年の調査対象校におけ

る高学年の新体力テストの結果である。反復横

Ⅳ、者察

１．運動意欲の低下と失敗回避尺度に関して

総計30下位尺度中，１８下位尺度において90年

と比較して有意に低い値を示した。他方，ポジ

ティブな方向への有意な変化は，２年生男子の

新体カテストの結果（2000年の平均値）Table７

握力化上体(口ｉ反復(.２０ｍ５０ｍ(秒）ト投(、

２８８ ９．６９ １５２５

１１．５ ３４０ １００３ １４２１

１４４ ３１．３ 41.1 ９２３ 162.2

１４１ １２．８ ３７．６ ３２２ ９４２ 156.1

１６
年
。

１５８ ４０７ ４９１ 167.1

１５．８ 1６１ ３８．９ ３９．５ ４４７ ９．２２ 165.2 １４７

下線部Ｉま全国平均よりも優れている項目
一

－１８－

握力(kg） 上体(回） 長座(Cu､） 反復（ 20ｍ(回） 50ｍ(秒） 立ち(c､） ｿﾌﾄ役(､）

４
年

男子

女子

12.3

11.5

12.6

10.9

28.8

34.0

36.4
、'、ジーグ

34.2
、〃、ジ、ン

31.9

28.8

9.69

10.03

152.5
、ジ、〆､ツー

142.1
,’、'、ｸﾞ、リ

20.4

10.3

５
年

男子

女子

14.4

1４１

14.1

12.8

31.3

33.0

41.1
、ゾヘジ、'

37.6
、グーグ､ゾ

41.6

32.2

9.23
,ジ、ゾベジ

9.42
、ｼﾞベ’、'

162.2
、夕、’、ｸﾞー

１５６１
、ン、"、’、づ

24.0

12.6

６
年

男子

女子

15.8

15.8

17.8

16.1

34.3

38.9

40.7

39.5
,ジ、グヘン

49.1

44.7

9.23

9.22
、ジベジヘジ

167.1

165.2
、ゾヘグ、〆、ザ

24.6

14.7



Ｏ小学校1990年と2000年における運動能力に関する平均値の差の検定結果Table８

、）男子（、、）男子（、）女子（、

■T罰T■■Tﾖ面■■T日府■■T曰侭■■『T曰丙砠■Tﾖ府泗

ＩＯ ＯＩ ＩＩ・００ｐ００ｆＦ６３０年６６

1990年におけるＯ小学校と全国との運動能力に関する平均値の差の検定結果TabIe9

■
「

｜
卯
、
走
Ｉ

ｌ立
ち
幅
跳
び
－

１
；

－１９－

２年生

男子(、） 女子(、）

90年(54） 90年(54）

00年(57） 00年(59）

４年生

男子(、） 女子(、）

90年(61） 90年(63）

00年(63） 00年(63）

６年生

男子(、） 女子(、）

90年(67） 90年(68）

00年(63） 00年(66）

5０

【、

走

90年Ｏ小学校

00年Ｏ小学校．

00年標準偏差

Ｚ値

有意差検定

０
３
５

６
３
７

●
●
●

０
０
０

１
１

2.72

＊＊

０
１
４

７
７
４

●
●
●

０
０
１

１
１

0.05

３
９
１

４
６
３

９
９
Ｌ

1.58

７
３
２

５
０
９

●
■
■

９
０
０

１
3.97
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８
３
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０
２
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Ｏ
Ｂ
Ｂ

９
９
０

1.61

１
２
８

１
２
５

●
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９
９
０

1.54

立
ち
幅
跳
び

90年Ｏ小学校

00年Ｏ小学校

00年標準偏差

Ｚ値

有意差検定

137.1

128.3

18.11

3.67

＊＊

12Ｌ8

118.9

14.77

1.50

159.9

152.5

18.44

3.17

＊＊

157.8

142.1

17.36

7.16

＊＊

90年は実施項目にない

167.1165.3

20.3914.76

検定を実施していない

ソ
フ
ト
投

90年Ｏ小学校

00年Ｏ小学校

00年標準偏差

Ｚ値

有意差検定

13.2

11.1

3.74

4.24

＊＊

7.2

7.1

2.64

0.29

23.5

20.4

7.25

3.34

＊＊

12.2

10.3

2.26
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＊＊

27.8

24.6

6.92

3６６

＊＊

15.1

14.7
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２年生
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90年全国平均
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①
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０
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１
１

5.62
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10.71
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■
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立
ち
幅
跳
び

90年Ｏ小学校
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1218
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９
２
５
５

１
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ソ
フ
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５
０
◆
●

３
４

２
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2.24

＊

２
５
０
Ｂ

２
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１
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＊＊

８
８

爪
２
２
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＊＊

15.1

18.7
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＊＊



2000年におけるＯ小学校と全国との運動能力に関する平均値の差の検定結果TablelO

|iＩ

｜
ソ
フ
ト
投Ｉ

跳び,立ち幅跳び等の瞬発力に関する項目につ

いては全国平均より優れているが，筋力や持久

力に関わる項目ついては全国平均に比べ劣って

いる。これは，同校の90年の結果と同様の傾向

であった。この傾向は典型的な現代っ子のパター

ンあるいは都市型の子どもの運動能力バランス

(現代・都市型的）と捉えることができ

(2000)，東京23区内に位置するＯ小学校の実態

とも合致する。また，Table９，１０はそれぞれ

運動能力に関して90年におけるＯ小学校と全国

ならびに00年におけるＯ小学校と全国の平均値

の差の検定結果である。各年代とも立ち幅跳び

については全国よりも有意に高い値を示し、ソ

フト投については有意に低い値を示している。

これは児童・青年期において体格や瞬発力系が

向上するにもかかわらず，筋力や持久力及び柔

軟性に関わる項目が低下する現代・都市型的運

動能力バランス傾向が，Ｏ小学校では全国に先

行した形で表出していると推察される。

近藤ら（1987）は，８６年と73年における幼児

期の運動能力調査から幼児の特徴として「活発

に動き回るが耐性の面で問題がある」としてい

る。今回の調査とは異なる発達段階の報告であ

るが,児童期においてもこれらの特徴を十分に

検討するためのデータを収集する必要があろう。

また、運動能力が全般的に低下するとともに，

ソフト投のように調整力に関連する種目のみ際

だった低下傾向を示したことは、児童期のライ

フスタイル等にも焦点をあて、多面的に体力・

運動能力の低下原因を究明していく必要がある

ことを示唆している。

今後は運動意欲に関しても，地域や年次の推

移による特徴的な傾向が見られるのかを検証し，

教育カリキュラムを含めたさまざまな施策に生

かしていく方向性が求められる。

まとめと課題

サンプリング及び研究方法論上のさまざまな

問題点が残されているが,年次比較によって体

力・運動能力を下支えする運動意欲の低下が客

観的に示唆されたことは，今後の体育・スポー

ツ指導や施策面を計画する際の一つの基礎的な

データになると考えられる。

今後は運動意欲と体力・運動能力がどのよう

に関連しているのかを明らかにするため，本調

査に関しては継続して実施していくとともに，

体力・運動能力の低下をより多面的に分析する

ため，運動意欲についても全国的な規模で継続

的に測定するシステムの構築を図ろ必要があろ

う。

－２０－

２年生

男子 女子

４ 年生

男子 女子

・６年生

男子 女子
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町
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ソ
フ
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00年Ｏ小学校

00年全国平均

Ｚ値

有意差検定

０
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３
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２
９
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